






要約 

昨年度は,NICU 退院児の神経学的障害の発生頻度と在宅管理の実態と問題点について検討

したが,今年度は,重症心身障害児の管理を,在宅ケアーを前提にして行っている都京都内,

近県の数施設の実態を調査し,問題点をとりあげ検討した。 

さらに,ホームケアシステムに関する将来性にういて触れた。ホームケアシステムを確立す

るには,現状では医師,看護婦のみならず,ケースワーカー,保健婦を含めたチームを組織す

ることが必要であり,行政の支持が不可欠である。そのうえで,訪問看護体制の充実・強化

をはかり,病院全体のバックアップ体制を組織する。さらに関係者間のチームワークを強固

にし,患者および家族との信頼関係をきずくように努力する。将来的に発展すれば,病院と

家庭との中間に発達療育センター(仮称)の如き中間施設の設立がのぞまれる。 


